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1. 図 1のような測定回路を作成する．
条件は，

• CP，および CC に損失の小さなものを使用すること．エアバリコン，マイカコンデン

サ等が望ましい．小容量ならばセラミックコンデンサも使用可能．

• RL ¿ 1/ωCC となるようカップリングコンデンサの容量 CC をできるだけ小さくする

こと．

2. E がピークとなる周波数（並列共振周波数）f0，および E が −3dBとなる周波数 fL, fH を

測定する．

3. 次式により QA を求める．

QA =
2(fL · fH)2

(fH
2 − fL

2)f0
2 ≈

f0

fH − fL
(1)

4. 次式により，インダクタの Qを求める．
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図 1: インダクタの Q測定回路


